
 「ひろしまラウンドテーブル」は、日本、米国、中国、韓国、豪州、ロシア等の外務大臣経験

者や世界の第一線で活躍する研究者等による、東アジアの核軍縮・軍備管理に焦点を当てた多国

間協議の場として、平成 25(2013)年度に１回目を開催し、今年度で 10 回目となります。 

 今年の会議は、「核戦争の危機を越えて」と題し、核兵器が人類の存亡を脅かすものであるに

もかかわらず、ロシアによるウクライナ侵略の過程で行われた核威嚇をはじめとする核兵器使用

の可能性への言及や核戦力の増強による、核兵器使用のリスクの高まりを踏まえ、核兵器の削減

と将来の廃絶につながる現実的なアプローチ等について議論します。 

 会議の成果として発表する議長声明は、被爆地広島からの呼びかけとして、核兵器不拡散条約

（ＮＰＴ）の全締約国(191 か国)に送付します。 

  

＜ひろしまラウンドテーブル 2023 の概要＞ 

日   程：令和５年７月 18 日（火）・19 日（水）の２日間 

場   所：リーガロイヤルホテル広島（広島市中区基町６－７８） 

   （会場での対面参加とオンライン参加のハイブリッド方式） 

主   催：広島県・へいわ創造機構ひろしま(HOPe) 

会 議 テ ー マ：核戦争の危機を越えて 

セ ッ シ ョ ン テ ー マ： セッション１ 核兵器とその使用リスク 

セッション２ 核兵器廃絶への道についての具体的な選択 

      ※詳細は別紙１のとおり 

参 加 者：国内外の専門家 23 名 ※詳細は別紙２のとおり 

※参加者間の活発な議論を促すため、会議は非公開とする。 

 

＜記者会見（議長声明発表）＞ 

日   時：令和５年７月 19 日（水）16:00～16:30 

記 者 会 見 場 所：リーガロイヤルホテル広島 ４階 ロイヤルホール（広島市中区基町６－７８） 

実 施 方 法：会場および Zoom のハイブリッド方式 

出 席 者：湯﨑知事、藤原議長（千葉大学特任教授）他 ※詳細は別紙２のとおり 

言 語：日本語・英語（日英同時通訳有） 

取 材 申 込：①会場での直接取材を希望される場合：事前申込み不要 

      ②オンラインによる取材を希望される場合：以下より事前申込み 

https://us06web.zoom.us/meeting/register/tZEkc-qsqTsvHd1R0AQ6Oge9Jb4OSvSBYBnd 

『ひろしまラウンドテーブル 2023』 

を開催します 
       記者会見日時：7月 19 日(水)16:00～   

           会場：リーガロイヤルホテル広島 4 階 ロイヤルホール 

資 料 提 供 
令和５年７月 11 日 
課  名：平和推進ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ･ﾁｰﾑ 
担 当 者：栗原 
内  線：2503 
直通電話：082-513-2368 
 

 



 
ひろしまラウンドテーブル 2023 

セッションテーマ 

 
 
テーマ 1：「核兵器とその使用のリスク」 

 核兵器は、その甚大な破壊力、長期にわたる健康被害、大量使用による核の冬の脅威など、

人類の存亡を脅かすものである。したがって、核戦争に勝つことは不可能であり、決して戦っ

てはならない。しかし近年、核戦力の増強と核兵器使用の可能性に関するレトリックが激化し

ている。ウクライナ、台湾、北朝鮮をめぐる地政学的対立は、核兵器をめぐる戦争へとエスカ

レートする恐れがある。核兵器使用のリスクは高まっている。 

 昨年 11 月にバリで開催された G20 サミットは、「核兵器の使用や使用の威嚇は許されない。

紛争の平和的解決、危機に対処する努力、そして外交と対話は不可欠である。今日の時代は戦

争の時代であってはならない」と宣言した。 

 今年 5月に広島で開催された G7サミットでは、77 年にわたる核兵器不使用の実績の重要性

が強調され、G20 バリ首脳宣言の声明が想起された。 

 

テーマ 2：「核兵器廃絶への道についての具体的な選択」 

 提供されている最新の選択肢は、TPNW に参加して核兵器を永久に禁止することである。しか

し、核兵器保有国はすべてこの条約に反対しており、核の傘の下にある国のほとんどは、それ

らの国と考えを共にしている。少数の例外はニュージーランドとカザフスタンである。TPNW が

国際慣習法になったと主張するには程遠く、条約支持国は 68 カ国にとどまっている。 

 核兵器保有国は、核兵器のない世界を実現するための現実的なアプローチとして、段階的な

アプローチを提唱している。確かにこれは信用できそうだが、次から次へとハードルが現れ、

終わりが見えないようだ。 

 2009 年、核不拡散・核軍縮に関する国際委員会は、2 段階のアプローチを提案した。まず、

核保有国が核兵器を可能な限り削減する最小化ポイントに到達する。次に、核兵器廃絶に向け

た課題に取り組む。これも現実的なアプローチだが、報告から 13 年以上が経過した現在も、

核兵器保有国からの支持は得られていない。 

 選択肢はこれだけなのだろうか。核兵器の削減と将来の廃絶につながる他の選択肢はないの

か。それが、私たちの議論に投げかけたい問いである。 

別紙１ 



日本 阿部　信泰 元国連事務次長（軍縮問題担当）

Japan Nobuyasu ABE Former UN Under-Secretary-General for Disarmament Affairs

日本 秋山　信将 一橋大学大学院法学研究科教授、国際・公共政策大学院長

Japan Nobumasa AKIYAMA Professor, Graduate School of Law
Dean, School of International and Public Policy, Hitotsubashi University

日本 藤原　帰一
千葉大学国際高等研究基幹特任教授
東京大学名誉教授／未来ビジョン研究センター客員教授

Japan Kiichi FUJIWARA
Professor, Institute for Advanced Academic Research, Chiba University
Professor Emeritus and Visiting Professor,
Institute for Future Initiatives, University of Tokyo

日本 石井　良実 外務省軍備管理軍縮課　課長

Japan Yoshizane ISHII Director
Arms Control and Disarmament Division, Ministry of Foreign Affairs of Japan

日本 栗崎　周平 早稲田大学政治経済学術院　准教授

Japan Shuhei KURIZAKI Associate Professor
School of Political Science and Economics, Waseda University

日本 水本　和実 広島市立大学　名誉教授

Japan Kazumi MIZUMOTO Professor Emeritus
Hiroshima City University

日本 向　和歌奈 亜細亜大学国際関係学部　准教授

Japan Wakana MUKAI Associate Professor
Faculty of International Relations, Asia University

日本 鈴木　達治郎 長崎大学核兵器廃絶研究センター（RECNA）副センター長

Japan Tatsujiro Suzuki
Vice Director
Research Center for Nuclear Weapons Abolition, Nagasaki University
(RECNA)

日本 髙見澤　將林
東京大学公共政策大学院客員教授
元軍縮会議日本政府代表部大使

Japan Nobushige TAKAMIZAWA
Visiting Professor, Graduate School of Public Policy, the University of Tokyo
Former Ambassador Extraordinary and Plenipotentiary. Permanent
Representative of Japan to the Conference on Disarmament

日本 戸﨑　洋史 公益財団法人日本国際問題研究所軍縮・科学技術センター　所長

Japan Hirofumi TOSAKI
Director
Center for Disarmament, Science and Technology,
Japan Institute of International Affairs

日本 湯﨑　英彦
広島県知事
へいわ創造機構ひろしま（HOPe）代表

Japan Hidehiko YUZAKI Governor, Hiroshima Prefecture
President, Hiroshima Organization for Global Peace (HOPe)

豪州 ギャレス・エバンズ
オーストラリア国立大学　特別栄誉教授
元オーストラリア外務大臣

Australia Gareth EVANS Distinguished Honorary Professor, Australian National University
Former Minister of Foreign Affairs of Australia

豪州 ラメシュ・タクール オーストラリア国立大学　名誉教授

Australia Ramesh THAKUR Emeritus Professor
Australian National University
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中国 沈　丁立 復旦大学　教授

China SHEN Dingli Professor
Institute of International Studies, Fudan University

中国 趙　通
プリンストン大学 「科学とグローバル安全保障プログラム」客員研究員
カーネギー国際平和財団 シニアフェロー

China ZHAO Tong
Visiting Research Scholar
Program on Science and Global Security, Princeton University
Senior Fellow, Carnegie Endowment for International Peace

韓国 田　奉根 韓国国立外交院外交安保研究所　教授

ROK JUN Bong-Geun
Professor
Institute of Foreign Affairs and National Security (IFANS),
Korean National Diplomatic Academy (KNDA)

韓国 金　永峻
韓国国防大学校安全保障大学院　教授
韓国大統領府国家安全保障室政策諮問委員

ROK KIM Youngjun

Professor of National Security Affairs
National Security College, Korea National Defense University
Member, Central Committee of the Presidential Peaceful Unification Advisory
Board

ロシア アントン・フロプコフ ロシアエネルギー・安全保障研究センター長

Russia Anton V. KHLOPKOV Director
Center for Energy and Security Studies (CENESS)

米国 ジョン・アイケンベリー プリンストン大学　教授

USA G. John IKENBERRY Albert G. Milbank Professor of Politics and International Affairs
Princeton University

米国 ジェフリー・ルイス
ミドルベリー国際大学モントレー校　ジェームズ・マーティン不拡散
研究センター　東アジア不拡散プログラム　ディレクター

USA Jeffrey LEWIS
Director, East Asia Nonproliferation Program
James Martin Center for Nonproliferation Studies
Middlebury Institute of International Studies at Monterey

米国 リン・ラステン
核脅威イニシアティブ（NTI）　副会長（グローバル核政策プログラ
ム）

USA Lynn Rusten Vice President, Global Nuclear Policy Program
Nuclear Threat Initiative (NTI)

米国 スコット･セーガン スタンフォード大学　教授

USA Scott D. SAGAN Caroline S.G. Munro Professor of Political Science
Stanford University

米国 アンドリュー・ウェーバー
戦略的危機評議会　シニアフェロー
元米国防次官補（核・化学・生物防衛計画担当）

USA Andrew C. WEBER
Senior Fellow, Council on Strategic Risk
Former Assistant Secretary of Defense for Nuclear, Chemical and Biological
Defense Programs
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Institute for Future Initiatives, University of Tokyo

✓

4 Japan Yoshizane ISHII Director
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18 Russia Anton V. KHLOPKOV Director
Center for Energy and Security Studies (CENESS) ✓

19 USA G. John IKENBERRY Albert G. Milbank Professor of Politics and International Affairs
Princeton University ✓

20 USA Jeffrey LEWIS
Director, East Asia Nonproliferation Program
James Martin Center for Nonproliferation Studies
Middlebury Institute of International Studies at Monterey

✓

21 USA Lynn Rusten Vice President, Global Nuclear Policy Program
Nuclear Threat Initiative (NTI) ✓
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Senior Fellow, Council on Strategic Risk
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